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１．はじめに

・工事目的
　玉機橋は静岡市北部に位置し玉川、井川地区に接続する県道井川湖御幸線である。
この橋が地震で崩壊してしまうと大きく迂回してこなくてはならなくなり緊急時には
重要な路線である。
橋が作られてから３０年経過して激しい劣化は見られていないが、レベル地震動２
（極めて稀であるが非常に強い地震動）では橋がもたないとの耐震診断結果から
今回補強することになった。

工事概要

工事名 平成27年度　葵北県橋債　第1号
（主）井川湖御幸線（玉機橋）橋梁耐震補強工事

工事場所 静岡市葵区中沢地先

工期 平成27年10月 8日～平成28年 6月27日

発注者 静岡市建設局道路部葵北道路整備課

工事内容
　橋梁コンクリート巻立　　　　 　３橋脚
　橋梁補修工　　　　　　　　　　　　１式
　支承取替工 　６基
　仮設工 　１式

位置図



全体図

・橋脚コンクリート巻立　　３基 Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３

・支承取替工　　　　　　　６基 ＡＲ

・橋梁補修工 Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、ＡＲ
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３．支承取替の問題点

今回の工事では右岸側の橋台の支承取替である。

①桁と橋台とのスペースが狭く作業場所が限られていて桁と桁との間に横桁があるため
　アンカー削孔時に支障となる。
　またアンカー削孔の長さは５５ｃｍであるのでそのままでは削孔できない。

②既設の支承よりも部材が大きくなるため支承取替の時、部材を入れるスペースがあるか

右岸側橋台

既設支承

42cm

削孔長
55cm



③橋台と桁のアンカー削孔時、既設鉄筋と接触する。
　橋台の削孔では主鉄筋、配力鉄筋があり、また桁の削孔ではその他にＰＣ鋼線が
　入っているためむやみに削孔できない。



４．対策と結果

①横桁の下の空間は42cmしかなく削孔長よりも狭い。
　小型のコア削孔機を使用しまた、コアビットを特注で用意して削孔することにした。

コア削孔機

削孔状況

42cm



②－１
　作業スペースを確保できるように橋台前面足場を設置した。

②－２

①取り付ける前に橋台部分を１０ｃｍ下げてハツリ既設の支承補強鉄筋を一時撤去した。
　①旧支承よりも新設の支承の方が大きいのでスペースを確保する必要があるため
　また可動ゴム支承装置を下部沓、上部沓に分けて取付けることにした。

ハツリ完了

上部沓取付け状況 下部沓取付け状況



③事前に鉄筋探査を行い鉄筋の位置を確認してから削孔をした。

　当初ベースプレートのアンカーボルトの位置だと鉄筋に当たったためベースプレート
を大きくし、アンカーボルトの位置をずらした。

当初ベースプレート 削孔後ベースプレート

桁と橋台部分の鉄筋探査



５．おわりに

　今回の耐震補強工事ではコンクリート巻立３橋脚と支承の取替の工事でした。
その中で支承取替工では鋼橋の交換が多く施工されているがＰＣ橋の交換は件数が
少なく、アンカー削孔時の鉄筋やＰＣ鋼線への悪影響が心配されました。
　現場では、鉄筋探査をするとともに、慎重に削孔を行うことで無事、鉄筋やＰＣ鋼線に
悪影響を与えることなく完了することができました。

支承交換後支承交換前

完　　　成

（既設支承）


